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カナダの⾦融市場動向

1/1

カナダ・ドルは、対円で下落しました。また、
カナダ5年国債利回りは低下しました。

カナダの⾦利は、米国の経済指標が悪化した
ことから米債利回りが低下したため、それに連
れて低下圧⼒が強まりました。カナダ・ドルは
原油価格が下落したことなどを背景に、対円で
下落しました。

経済指標ではGDP（国内総生産）が発表に
なっており、市場予想を下回る結果となり相場
を下押ししました。

先週の回顧

今週、カナダでは雇用統計の発表が予定され
ています。雇用者数の増減（前月比ベース）に
関して、前月から伸びは鈍化するものの、増加
することが⾒込まれています。また、住宅関連
指標の発表も複数予定されています。

米国ではCPI（消費者物価指数）や9月分の
FOMC（米国連邦公開市場委員会）議事録の発
表が予定されています。

また、今週末に米中通商協議が控えており、
相場を動かすことが想定されるので、協議の⾏
方に注目が集まります。

今週の⾒通し

（出所）Bloomberg等より⼤和投資信託作成

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが⼀致しない場合があります。

カナダ ⾦利推移

（出所）Bloomberg等より⼤和投資信託作成

カナダ・ドル 為替推移

2019年9⽉28⽇〜2019年10⽉4⽇

2019年10月8⽇

（2019年9月6⽇〜2019年10月4⽇）

1.26

1.28

1.30

1.32

1.34

1.3676

78

80

82

84

86

9/6 9/13 9/20 9/27 10/4

円/カナダ・ドル（左軸）
カナダ・ドル/米ドル(右軸、上下反転）

（円/カナダ・ドル） （カナダ・ドル/米ドル）

80.32

1.331

カナダ・ドル
高

安

（2019年9月6⽇〜2019年10月4⽇）

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

9/6 9/13 9/20 9/27 10/4

カナダ5年国債 1.25

（%）


